
平
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十
五
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六
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十
四
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号
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判
員
制
度
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直
し
に
関
す
る
質
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主
意
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提

出

者

鈴

木

貴

子

129



裁
判
員
制
度
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
二
十
一
年
九
月
九
日
に
行
わ
れ
た
、
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
検
討
会
第
一
回
会
議
か
ら
の
べ
十
七
回
会
議
が
行
わ

れ
、
裁
判
員
制
度
の
見
直
し
に
関
し
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
と
承
知
す
る
が
、
今
ま
で
検
討
会
の
委
員
に
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
た
一
般
国
民
の
経
験
者
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

二

今
ま
で
検
討
会
に
お
い
て
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
一
般
国
民
の
経
験
者
か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
、
ま

た
、
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
先
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
上
、
意
見
聴
取
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

三

裁
判
員
裁
判
の
評
議
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
結
論
を
誘
導
す
る
こ
と
は
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
と
限
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
評
議
の
妥
当
性
、
内
容
を
裁
判
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
上
、
国
民
が
検
証
で
き
る
制
度
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
法
務
大
臣
の
見
解
は
如
何
に
。

四

裁
判
員
は
評
議
の
内
容
を
生
涯
、
家
族
に
も
話
せ
な
い
等
、
裁
判
員
に
対
す
る
守
秘
義
務
が
重
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
あ
る

と
承
知
す
る
が
、
加
え
て
、
裁
判
官
に
は
守
秘
義
務
違
反
の
罰
則
が
な
い
の
に
、
一
般
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
、
及
び

経
験
者
に
は
罰
則
が
あ
る
の
は
事
実
か
、
ま
た
事
実
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


